
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音
と
映
像
の
資
料

を
、
あ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
新

コ
ー
ナ
ー
。 

祭
り
の
季
節
と
い
う

こ
と
で
、
第
１
回
は
「
神

楽
」
で
す
。
岩
手
は
伝

統
芸
能
が
盛
ん
な
地
域

で
す
。
当
館
に
所
蔵
す

る
神
楽
関
連
の
映
像
資

料
を
分
布
図
と
共
に
ご

紹
介
し
ま
す
。
神
楽
の

魅
力
を
再
発
見
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
！ 

※ ご紹介した資料（VK＝郷土のビデオ、DK＝郷土

のＤＶＤ）は、全て貸出可です。他にも「神楽」の資料

がございます。詳しくは４階音と映像コーナーへ！ 

水沢 
 
『福原

ふ く は ら

神楽』 １～3 巻 水沢市教育委

員会/企画 （VK/386.8/ﾌｸ/1～3） 
 

『北下巾
きたしたはば

神楽』 １～3 巻 水沢市教育

委員会/制作 (VK/386.8/ｷﾀ/1～3) 

前沢 
 
『成岡

なりお か

田
だ

神楽』 演目編１ 前沢町教育委員会

/企画 1994 年 （VK/386.8/ﾅﾘ） 
 

『古城
こ じ ょ う

熊野
く ま の

神楽』 演目編１・2 前沢町教育委

員会/企画 1994 年 （VK/386.8/ｺｼﾞ） 
 
『白鳥

し ら と り

神楽ダイジェスト』 前沢町教育委員会/

企画 1994 年 （VK/386.8/ｼﾗ） 

宮守 
 

『鱒沢
ますざわ

神楽』 巻の１･2 （VK/386.8/ﾏｽ/１・2） 
 

猿ヶ石川沿いにある集落に伝わる鱒沢神楽

は、動きが優雅で女性的なことで知られる。 

九戸・軽米・二戸・久慈・一戸 
 

『北の神楽 in くのへ』 第 1 部  

九戸村教育委員会/制作 （VK/386.8/ｷﾀ/１） 

山内
や ま う ち

神楽（軽米）、深山
しんざん

神社神楽(二戸)ほか収録 
 

『北の神楽 in くのへ』 第 2 部  

九戸村教育委員会/制作 （VK/386.8/ｷﾀ/2） 

高屋敷
た か や し き

神楽（一戸）、瀬
せ

月内
つきない

神楽（九戸）を収録。 

宮古 
 
『黒森

く ろ も り

神楽』 宮古市教育委員会/企

画・制作 2008 年 （DK/386.8/ｸﾛ） 
 

黒森神社の権現様をいただい

て、１月から３月頃まで陸中海岸の

家々をまわるカスミ巡業を現代に受

け継いでいる貴重な神楽。平成１８

年３月、国の重要無形民俗文化財

に指定。 

種市  
『和座

わ ざ

神楽』  種市町教育委員会/企画 

（VK/386.8/ﾜｻﾞ） 

大迫 

『早池峰の賦』 前編・後編  自由工房 

1982 年 (VK/778.7/ﾊﾔ/1･2) 
 

早池峰神社の奉納神楽である岳
たけ

神

楽と、 大 償
おおつぐない

神社の奉納神楽である

大償神楽の総称としての早池峰神

楽。東根
あづまね

嶽
だけ

（早池峰山の古称）の神を

奉る田中神社の田中神楽が起源であ

るとされている。昭和５１年５月、国の

重要無形民俗文化財第１号に指定。 

神
楽

か

ぐ

ら

と
は
？ 

神
社
に
奉
納
さ

れ
る
舞
楽
。
神
の

施
す
呪
力
を
持
っ

た
音
楽
舞
踊
。
ま

た
、
神
慮

し
ん
り
ょ

を
慰
め

る
た
め
の
歌
舞
。
古

く
か
ら
宮
中
に
伝

わ
る
も
の
と
、
民
間

に
伝
わ
る
里
神
楽

の
類
と
が
あ
る
。 
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